
 

                                           

 
  

 

                               
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年１月２７日  

京都市立修学院小学校 

校 長  村山 雅彦 
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平成７年１月１７日の阪神淡路大震災か

ら２８年が過ぎました。それまでは、「起

こることはないだろう」と考えられていた

自然災害に対する認識は、これを機に、

「いつ起こるかわからない」に変わりまし

た。それ以後、全国各地での大きな地震に

よる被害は後を絶ちません。 

今回の訓練は地震による火災が発生した

ことを想定しました。まずは地震に対する

避難としてすぐに机の下に身を隠します。

次に火災に対する避難として有毒なガスを

吸引しないようハンカチやマスクで口や鼻

を覆い、運動場に避難します。その際全員

が安全に避難できるようルールを守り、互

いに気遣うことが大切です。 

この日は全校が協力しきちんと避難する

ことができました。自然災害の中でも特に

地震はいつ起こるかわかりません。もしも

の時に慌てないよう日頃からの備えが重要

であると考えております。 

ご家庭でも非常時に対する準備などご確

認をお願い致します。 

 

 

 

 

 

学校では、毎日、安全でおいしい給食を

安定して提供しています。今日も、４校時

が終わると、サービスホールに当番の人た

ちが先生と一緒に準備に来ます。朝からし

っかりと学習した子どもたちは、とても楽

しみな様子です。  

この給食週間では、子どもたちに、日々

の給食を振り返って考えてほしいことがあ

ります。以下の３点です。 

 

①楽しい給食の雰囲気の中で好ましい人間

関係を作り、マナーを大切にして給食を

より楽しいものとする。 

②食べることは、多くの「いのち」をいた 

だいているということに感謝する気持ち 

を持つ。 

③多くの人々のおかげで食べることができ 

るということに感謝する気持ちを持つ。 

 

各クラスでは給食調理員さんへの感謝の

気持ちを伝えるメッセージや給食など食に

関する自分たちの思いや考えを素敵な寄せ

書きなどに表しました。 

避難訓練 地震・火災 

１月１７日 
 

 

 

給食週間 
１月１６日～２０日 

 

 


